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 細胞膜上分子同士の相互作用は各種の細胞機能、ひいては生体機能に多大な影響を及ぼし

ており、これら相互作用を生細胞上で解析する事は細胞膜上分子の担う機能およびその下流の

シグナル伝達機構を研究する上で重要である。今回我々は、生細胞において任意の細胞膜上

分子と相互作用する分子を生化学的に解析できる“細胞膜上分子間相互作用生化学的可視化

法 (biochemical visualization)”を開発したので報告する。この方法は、Enzyme-Mediated 

Activation of Radical Source (EMARS)と命名した反応を利用し、任意の細胞膜上分子と生理条

件下で相互作用する分子(friend molecule)をビオチン化して解析するものである。また、簡便で

特別な装置を必要とせず、多くの研究者が利用可能である。本方法を用いて細胞接着分子β1 

integrin の friend molecule を標識し、共焦点顕微鏡や電子顕微鏡を用いて形態学的に観察した

ところ、それらは確かにβ1 integrin の近傍に存在する事が確認された。また、脂質ラフト上の糖

脂質である ganglioside GM1 やβ1 integrin などの friend molecule を生化学的な方法で解析した

結果、各種細胞株や細胞の環境に依存して friend moleculeが変化する可能性が示唆された。こ

れらの結果から、本方法は細胞膜上分子間相互作用を解析する上で大変有用であり、今後

様々な分野で広く活用できると考えられる。 

 


